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あの時１年生だった子ども達も小学校卒業です
東日本大震災から間もなく５年を迎えようとしています。全国に報

道されている福島県や東京電力福島第一原発は、少しずつ復興に近

づいているように見えますが、本当はどうなっているのでしょうか…

特集

「ふくしま」の子どもたち

いまだに自分の生まれ育った家に戻れず、仮設

住宅で生活する人たちや、仮設校舎で勉強する子

どもたちがたくさんいます。

そんな『ふくしま』で生活している小学校入学前か

ら高校生までの子どもたちの様子や、震災当時の学

校・給食センターの様子が報告されています。ぜ

ひ、お読みください。知らなかった『ふくしま』が見え

てくるかもしれません。

書かれていることは本当なのか？

確かめるために、来年の夏は『ふくしま』へ!!

制度研ふくしま大会参加お待ちしています
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